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第115号

　わが国における急速な高齢化の進展や疾病構造の

変化、多様化する医療ニーズを背景として、医療を

取り巻く環境は急激に変化しております。当院の療

養型病院でも、ここ１０年くらいで、ものすごく変

わりました。医療政策上の誘導・急性期病院の在院

日数の短縮化・地域連携の進展などにより、療養型

病院に入院する患者さんは、８０歳以上の高齢者で

重症度の高い方や複雑な病気をもっている方などが

主になり、自立・自活できる方は、ほとんど入院で

きなくなってきております。１０年前では考えられ

ない状況です。では重症度の低い方はどちらに移っ

たのかと申しますと、ほとんどが福祉施設や介護付

有料老人ホームなどへ移行しております。現在の福

祉施設等では、医療依存度の高い方を積極的に受け

入れており、例えば、点滴・糖尿病の方のインスリ

ン注射・痰の吸引・リハビリなどの医療的行為を行

い、いままで療養型病院へ入院していた患者さんが

移っているのが現状です。

　このような環境及び意識や認識の変化に応じて、

『療養型病院が果たしていく役割』を考えると、や

はり質の高い医療看護サービスを提供することは勿

論のこと、今後ますます幅広い役割を担っていくこ

とが求められることから、医師、看護師の資質の一

層の向上が必要になってきます。また、長期療養と

しての医療看護をもう一度整備し、終末期医療に力

を注いでいくことだと思います。

　これを受け、当院としては２、３年前から考えて

おりました病院機能評価を１１月９日、１０日に受

審しました。結果の発表はまだですが、受審するに

あたって当院の現状把握や院内の整備、各種マニュ

アルの整備など、病院が一つの塊になって目標に向

かって取り組んだことは、意識の高揚に繋がり非常

に効果がありました。そして、病院機能評価を認定

されることで箔をつけるという考えではなく、認定

を契機にさらなる高みにいきたいと考えています。

もう一つは、第１０２号のニュースレターで書きま

したが、昨年の１０月に病棟再編を行い、合計病床

数１５２床はそのままで一般病棟を廃止して、療養

病床を７２床から１１４床へ転換しました。これで

４病棟のうち３病棟が療養病棟となり、１病棟を難

病の方を受け入れる障害者病棟に変更しました。こ

れにより当院での強み長期療養に特化し、同一法人

内の急性期病院、湘南泉病院の後方病院として位置

づけを明確にし、他病院からの申入れや、がんセン

ターからのがん終末期の患者さんを受け入れ、より

良い連携を持ち患者さんの望む形で診ていきたいと

考えております。

　最終的には、新中川病院は終末期医療の良い病院

であると言われるように、心のこもった対応をして

いきたい。そのためには、終末期医療だからといっ

て何もしないというのではなく、終末期医療の総合

プロデューサーという意識を持ち、ありとあらゆる

ことに気を配り、医療看護を行っていく。『 平穏

死、自然死、静かに苦しくなく亡くなる。治るもの

は治したいが治らないものを治るように頑張るので

はなく、より良く寄り添って、より良く生きてもら

う。』そして、満足していただく終末期医療を目指

していきます。

　　　　　　　 ～より良く寄り添って、より良く生きてもらいたい～

　　　　　　　　　　　　　　　　　新中川病院　院長　福田  千文

　　　　　 療養型病院の役割と病院機能評価を受審して



―食堂兼談話室―

お食事や語らいの場として活用でき

る快適な部屋へ改装しました。

机、イスも内装にあったものに新し

くし、テレビ、洗面所も完備してお

ります。

この度、新中川病院が、より良い病院・福祉施設のトイレ環境づくりを目指

して、トイレ関連企業が結束して2000年に発足しました『癒しのトイレ研
究会』の研究誌に掲載されました。

http://hospitality-toilet.jp

―共用廊下―

フローリングやエレベーター扉を木

目調の材質にし、家庭に近い落ち着

いた雰囲気や、温もりとくつろぎ感

がでるように仕上げました。

―トイレ空間―

限られたスペースを有効に活用する

アール型扉のトイレブースを採用し、

プラシバシーを確保するとともに、

車いすの患者さんが使いやすい空間

へと変化しました。

２Ａ・２Ｂ病棟リニューアル！ 新中川病院

昨年、新中川病院では「病棟再編」を掲げ、合計病床数152床はそのままで、医療療養病棟の72
床を114床へと変更しました。同時に食堂兼談話室、老朽化していたトイレ、汚物処理室の改修な
どを、昨年の3A・3B病棟に続き、今年は2A・2B病棟で行いました。

【ゆとりと癒しのある新たな環境に生まれ変わりました。】

建物だけでなく職員一同、気分を新たに患者さんが安心して入院生活が過ごせるように医療看

護を提供してまいります。


